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なお知らせ！ 

みみの記念日 ３月３日耳の日 ６月６日補聴器の日 ９月９日人工内耳の日 9月 23 日手話言語の国際デー 

聴こえのセミナー 『音は脳で聞いている』 (3月 7日)  

講師：高橋 礼美氏(オーティコン補聴器) 

     

所々はっきりしない、ぼやけるイメージ 

 

『かながわの さとうさんは しちねんまえに バイクをかった』 を 

『かなざわの あとうさんは いちねんまえに マイクをかった』 に 

聞き間違えるケースもあります。 

 

 

私たちは耳ではなく脳で聞いています。 

内耳の有毛細胞(細かい音の高さの情報を感知して

脳へ送るセンサー)の数が少なくなると、聴こえづら

くなります。 

難聴は認知症の 

最大の予防可能な 

リスク因子です。 

AI 補聴器は音の情景の全体像を届け、聞きたい音に注意を

向けやすくする。 雑音があるところでも、必要な音をクリア

に届けます。 

 

※裏面に主な質疑応答を掲載 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

 

佐賀県聴覚障害者サポートセンター 
〒840-0826佐賀市白山二丁目 1-12（佐賀商工ビル４階） 
ＴＥＬ：０９５２－４０－７７００  ＦＡＸ：０９５２－４０－７７０５ 

メールアドレス：ｉｎｆｏ＠ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ 
ホームページアドレス：ｈｔｔｐ：//ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ/ 

 

＜開館時間＞ 

9：30 ～ 18：00 

＜閉館日＞ 

毎週月曜日、祝日、年末年始 

編集後記： 今年もさくらマラソン 10Ｋ完走。ボランティアさんや沿道で応援してくださる方々に感謝です。(m) 

 
６月４日(木) 南川副公民館 

６月１２日(金)赤松公民館 

６月１８日(木)神野公民館 

加齢性難聴に関する出前講座の申し込みを受け付けています。ご希望に 

応じて、聴力測定も実施します。詳細は当センターへお問い合わせください。 

 

加齢性難聴に関する講話と聴力測定ができる出前講座の申し込みを受

け付けています。 

詳細は当センターへお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

Ⅲ修了式(3/１４) 字幕講座(3/17)  

 
役に立つ 新シリーズ 【42】 

公益財団法人テクノエイド協会が、補
聴器相談医の診断・指導に基づき、適切
な補聴器販売をするために必要な補聴器
に関する知識及び技能を修得したと認定
して付与する資格です。 
聞こえの仕組みや難聴病理、補聴器の

種類や構造、高齢者・難聴者の心理など
を学び、資格を取得するまでには、最短
でも 4年かかります。さらに、資格取得
後も継続的な知識・技能向上のために 5
年ごとに講習を受けて更新していく必要
があります。 更新申請には、日本耳鼻
咽喉科学会認定の補聴器相談医の証明も
必ず要りますので、医師との連携も不可
欠です。 
佐賀県内でも、年々人数が増えてきて

います。【認定補聴器技能者検索システ
ム】と検索してみると、お住まいの地域
でどの店舗に技能者の方が在籍している
かを調べることが出来ます。 
参考にされて下さい。 

要約筆記者は 3月 28日に合格証を伝達しました。 

本県からは 7名(うち 2名が手書き・PC両)が受験

し、手書き 1名、PC2名(うち 1名両)が合格しまし 

           た。合格率は手書き 1/3、

33.3％、PC2/6、33.3％。 

全国の合格率は手書き

20.2％、PC32.5％でした。 

手話通訳者養成講座Ⅰ・Ⅱ 
修了式(3/２２)  
 

要約筆記者養成講座 
修了式(２/２８) 

聴こえ 80 30 運動    
サポートセンターでは、佐賀県耳鼻咽喉科 

医会に協賛して取り組んでいます。 

 

左：香月 敦子さん 
【手書き・PC】 

右：向窪 真樹子さん【PC】 
 
 

 

 

・「聴覚ケアはヘルスケア」、定期的な聴力検査以外に

できることは。⇒食生活に気をつける、大きい音を聞か

ないなど。補聴器店で試聴してみるのも方法のひとつ。   

・音の情景の全体像とは。⇒私たちの身の回りの音全

部。日常生活の音を補聴器にすでに学習させている。そ

れらの音を、あらゆる方向からよりクリアにして脳に届け

ている。  

・母には補聴器が合わなかった。ハウリングもしていた。

⇒ハウリングは、補聴器のつくりが耳に合っていない時

に起こる。聞こえの状態、補聴器の調整、装用後の訓練

など「補聴器が合わない」には複数の要因がある。 

裏面より続き 

聴こえのセミナー質疑応答 
認定補聴器技能者 

(当日 1 名欠席)  (当日 2 名欠席) 


